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これら 5 つを細胞画像に適用した例が図 1 である。赤い線は
細線化した線、赤い塊は細胞の中心部分である細胞体を二値化
したものである。作成した細線化画像を用いることで神経突起
の長さと分子濃度を定量化することができる。
図 1 各画像処理プログラムを適用した結果の細胞画像
2.3 例外処理のための機能
画像データの自動処理で作成した細線化画像と実際の細胞画
像をユーザーが見比べたときに、細線化した線と細胞画像の突
起の座標が一致しない場合（例外）がでてくる。そのため、細線
化した線を削除し、ユーザーが新しく線を書き加える機能を生
成した。生成した機能は以下の 4つである。
1. 突起の線を削除する機能
2. 突起の線を短くする機能
3. 突起の線を新しく書き足す機能
4. 突起の線を伸ばす機能
これらの機能を必要に応じて適用することで図 2 のように、
自動処理した細胞画像の例外処理を行うことができる。青い線
は線を消した後に新しく線を書き加える際の印であり、マウス
で挿入することができる。この印を元に右の図のように線を書
き足すことができる。
図 2 突起の線の削除と挿入
2.4 ファイル出力
定量化したデータは行列で保存する。縦軸を画像時間、横
軸をそれぞれの突起長と分子濃度を格納する。ファイル形式
は Comma-separrated value(CSV)形式であり、Microsoft社の
Excelにも対応できるようにした。
3 まとめ
本研究で神経形態と分子濃度を定量化するソフトウェアを開
発できた。ほとんどの作業を半自動で行うことができるため、定
量化作業に費やす時間と労力を格段に削減できる。しかし、本
ソフトウェアの画像処理では膨大な計算時間がかかってしまう
ため、今後は画像処理のクオリティを落とさず計算時間を短く
する必要があると考える。
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